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国語 
１ 教科用図書発行者の編修の趣意について 
 （１） 東京書籍 

    ・どんな力を、どうやって身につけるかが分かる教科書 

    ・言葉を駆使して、自分の、社会の、未来をひらく教科書 

    ・学びたくなる、次の学びに向かいたくなる教科書 

 

（２） 三省堂 

・学び方を習得し、見通しをもって自覚的に活用しながら、学びに向かう力高める教科書 

・他者との交流・共有を通して、多様な価値観が共生する社会で生きる力高める教科書 

・知識・技能と思考力・判断力・表現力を確実に育成し、言語文化の担い手を育てる教科書 

 

（３） 教育出版 

・自分自身の力で学びを見通し、振り返ることができ学習に取り組む意欲を引き出す教科書 

・確かな言葉の力を育む教科書 

・多様な価値観をもつ他者との出会いや交流をとおして、新しい未来を生きる力を付ける教科書 

 

（４） 光村図書出版 

・習得と活用を滑らかにつなぐ構成で、螺旋的に力を高める教科書 

・豊かな人生の基盤となる語彙力や言葉感覚を養う教科書 

・思い描いた言葉の力を自らの手で獲得できる教科書 

 

２ 選定検討委員会、調査研究部会で出された主な意見について 

 ・東京書籍の説明文の教材は、現代的なテーマを扱ったものが多く、生徒の興味をひきやすい。

また、各単元で細かい段階を踏んでおり、生徒が思考するためのヒントが多く示されていて、国

語が苦手な生徒にとって手助けになる。 

・三省堂は、マーカーが引かれている等、解説が丁寧である。また、二次元コードの情報が豊か

で、生徒の興味をひくものがある。 

・教育出版は、学習のめあてや流れ、まとめの仕方が最初に記入されているため、学習の見通し

が立てやすい。また、資料が多く、多様な教材が揃っている。１年間で全ての教材を扱うのは難

しいが、担当教員が教材を取捨選択し、授業を組み立てていくことは可能である。 

・光村図書出版は、他者と異なり、学びの手引き（学びの扉）が１ページにまとまっているため、基

本的な内容を確実に、シンプルに学ぶことができる。必要以上に解説を入れていないことによ

り、生徒自らが考える余地がある。また、生徒の実態に応じて、教員が授業を計画することができ

る。 

・古典の学習内容がわかりやすい教科書が良い。 
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